（第１号様式）
事　業　提　案　書
　　年　　月　　日

（あて先）仙台市長
次のとおり提案をしたいので、ユースチャレンジ！コラボプロジェクト（若者版・市民協働事業提案制度）実施要綱第８条の規定により、関係書類を添えて提出します。
１．提案者の概要
	団体名
	青葉大学ボランティア団体〇〇〇〇

	代表者氏名
	仙台　一郎
	設立年月日
	平成27年4月3日

	主な活動地域
	仙台市内（主に若林区、太白区）
	構成員の数
	20名

	団体の概要
	～を目的として、青葉大学の学生を中心に仙台市内で活動を行っている団体である。月に1度復興公営住宅を訪れ、住民・地域との交流を企画・実施したり、地域の取り組みを情報発信するための広報誌の作成を行ったりしている。


	団体の所在地
	〒※事務所がある場合は、事務所の所在地を記入してください。
　※大学の公認サークル・団体等であれば大学の所在地を記入いただいてもかまいません。
　※上記いずれもあてはまらない場合は、代表者の住所をご記入ください。

	
	電話
	※住所と同様の考え方でご記入ください。
	E-mail
	※住所と同様の考え方でご記入ください。

	
	ホームページ
SNSアカウント　等
	HP:(URL)

Twitter:(アカウント名)　等

	連絡先等
※市との窓口となる担当者の氏名等を記入
	【住所】〒※上記と同じでもかまいません。
※市から通知等を送付する場合がありますので、必ず郵便物を受け取ることのできる住所をご記入ください。

【担当者氏名】

	
	電話
	※必ず連絡の取れる電話番号をご記入ください。
	E-mail
	※必ず連絡の取れるメールアドレスをご記入ください。



２．事業の概要
	事業の名称
	

	事業期間
	　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

	事業費
	市負担金　　　　　　円　　（総事業費　　　　　　円）

	解決したい課題
	・「困りごと」「解決・改善が必要なこと」「もっと良くできると思うこと」について具体的に記入してください。（現状〇〇である→そのため〇〇という問題がある→〇〇する必要がある、といった流れなど）
・また、できるだけ具体のデータ（調査結果など）に基づいて記入してください。

	事業目的と効果
	・上記で記入した課題に対してどのようにアプローチして、最終的にどのような状態を目指すのかなどについて記入してください。
・また、この事業を行うことによってどのような効果が期待できるのか（何がどの程度かわるのか、どのように変わるのか　など）を記入してください。

	事業内容
	・具体の実施内容を記入してください。
（「何のために」「誰に対して」「いつ」「どこで」「何を」「どのように」実施するのか簡潔に記入してください。）

	連携・協働先の
想定
	・事業を実施するうえで連携・協働を考えている団体や個人を記入してください。
（例：市の〇〇課、市の〇〇を担当している部署、学生団体〇〇、ＮＰＯ法人〇〇、〇〇町内会、その他企業など）

	市と協働する
必要性・市が担う役割
	

	事業期間終了後の計画
	・事業実施期間終了後の展開について記入してください。
（例：この取り組みを他地域にも展開していきたい、さらに〇〇と連携を深めて実施していきたい、クラウファンディングや他の助成金を活用しながら続けていきたい、現時点で継続は考えていない　など）

	特記事項
	・何か補足等あれば記入してください。


記載例





第2号様式（事業収支予算書）に記載の仙台市負担金額を「市負担金」、支出の合計（収入の合計と同額）を「総事業費」にご記入ください。


※仙台市負担金の上限は300,000円で、かつ1,000円未満切り捨てです。団体自己資金の活用がない場合は、「市負担金」と「総事業費」は同額になります。








提案書類提出の翌月から3月末日までの間で、


希望する事業期間をご記入ください。
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